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1. はじめに

「愛知県立大学情報学ワークショップ」論文募集

 愛知県立大学情報科学部の主催、情報学ワークショップを開催します。 計算機科学を核に発展してきた情報学は、現在、多くの分野にまたがって広域かつ多様に展開しています。しかし、経済学、工学、理学といった伝統的学問分野に較べると、情報学の目指す方向は多岐にわたり、たとえば科学研究費の分類においてもさまざまな研究領域と関わっています。一方、昨今はIT不況という名の下で、情報学を軽んじる風潮も出てきています。このような状況において、情報学はどのような学問であるかを問い、情報学という新しい学問の体系化と産業界への展開が必要となってきています。東海地区においても、「情報」を冠する学部の設立が相次いでおります。とともに、情報技術が広範に広がってきているなかで、行政や企業の関係者においても情報学への関心はますます高まっております。このような背景下において、情報学に焦点を当てたワークショップを開催することになりました。

これまでに、アブストラクトによる論文募集を締め切りましたが、多数の申し込みを頂きありがとうございました。

本資料では愛知県立大学情報学ワークショップの論文作成の方法を示します。発表者の方は、この資料に従って論文原稿を作成していただくようお願いいたします。

2. フォーマットの概要

（１）日本語タイトル，著者名，所属，英語タイトル，英語著者名，英語所属は、最初に１段組みで書きます。文字サイズは、日本語タイトルと英語タイトルが12ポイント、日本語の著者名と所属、英語の著者名と所属は10.5ポイントです。この間の行間は15ポイントの固定値になっています。

（２）本文は2段組みで、フォントは8ポイントで行間は1行です。この結果、1ページがおおよそ28文字×57行ｘ2段となります。

（３）また、各節の見出しは9ポイントとしています。

（４）このようなフォーマットで4～8ページ程度に収まるように論文を作成していただきます。

（５）マージンは上下が3cm、左右が2cmとします。

（６）文字フォントは、タイトル、著者名、所属、見出しの部分が、日本語フォント　MSゴシック、英文フォント　Arialを使用しています。また本文は、日本語フォント　MS明朝、英語フォント　Centuryです。ただしフォントについては特に制限はいたしませんので、独自の形式で論文を作成してかまいません。

（５）この資料はこのフォーマットに従って作成しています。

3. 論文締め切り

　論文概要提出の締め切りは７月２５日です。締め切りまで電子ファイルをtan@ist.aichi-pu.ac.jpに届くように送ってください。最終原稿は８月２５日までにＰＤＦファイルで提出してください。スケジュールに余裕はございませんので、〆切厳守でお願いいたします。原稿ＰＤＦファイルを送るとき、件名：「WiNF05-namae」とお書きください。

　なお、参考用として電子データ（ワードファイル、LaTex）を tan@ist.aichi-pu.ac.jpに添付ファイルとして送って下さるようお願いします。

